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•背景
人口減少により地域の持続可能性に懸念

•課題
移住により定住人口を増やしたい
地域の魅力向上、そして関係人口の創出へ

•問題
そもそも「地域の魅力」はどうやって測ればいいの？

•解決案
人流ビッグデータから「地域の魅力」を定量化・可視化する

地方創生を支援するWebアプリ
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人流データから「地域の魅力」を抽出

• 理論を通してデータを見る
• 意思決定に使えるようにする

• Big data is too big.
• 意思決定の支援が難しい

出所： RESAS>まちづくりマップ＞From–to分析（滞在人口）
（東京都千代田区、2016年8月平日、14時、男女計、全年齢）

出所： RESAS APIより取得した左図と同条件のデータより著者作成（一部の近隣自治体を除外）。
出発地iと到着地jは市区町村単位。上図において、jは東京都千代田区。

現状：情報が複雑 提案：情報を縮約
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人々を引き寄せる力の強さ
※規模に依存しない

地域魅力度指数
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曲線の傾斜



地域魅力度指数の比較
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出所： RESAS APIより取得した2016年8月平日、14時、男女計、全年齢の人流データ 出所： RESAS APIより取得した2016年8月平日、14時、男女計、全年齢の人流データ

神戸市中央区 大阪市此花区
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−0.945−1.956
地域魅力度指数 地域魅力度指数

移動人数𝑖𝑖𝑖𝑖 = exp 𝛼𝛼𝑖𝑖 − 𝛿𝛿𝑖𝑖 log 距離𝑖𝑖𝑖𝑖

地域魅力度指数は、以下の関数形を仮定し、出発地iと到着地jのODデータから推定した−�̂�𝛿𝑖𝑖となっている。
専門的な補足

※地域魅力度はより高い



Webアプリ開発環境

可視化＆Webアプリ

オープン
データ 理論

人流データ
ドコモ・インサイトマーケティング
https://mobaku.jp/resas/jpn/

シェープファイル
総務省統計局e-Stat

https://www.e-stat.go.jp/

離散選択
モデル

感謝：様々なRパッケージのおかげで作成できています。

地域魅力度指数可視化システム
https://keisuke-kondo.shinyapps.io/regional-attractiveness-japan/
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１．地図

２．時系列

３．表

3つの可視化システム
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デモ：地図による可視化
※動画資料

【ポイント】・周辺との比較 ・重ね合わせ
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デモ：時系列による可視化
※動画資料

【ポイント】・季節的な変化 ・イベントの影響
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デモ：表による可視化
※動画資料

【ポイント】・相対的な順位 ・フィルター ・並び替え
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•社会実装
各自治体の政策立案の支援ツールとして実装へ
自動化（RPA）で負担ゼロ

•EBPM
観光政策のリアルタイムモニタリング指標として活用へ
アジャイル型政策形成・評価を支援

まとめ：地域課題解決に向けて
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kondo-keisuke@rieti.go.jp

https://keisukekondokk.github.io/

ありがとうございました

Web Appはこちら提供：神戸市 
https://www.photoport-kobe.jp/
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